
 

 

 

 

憲法の基本原則をじゅう

りんし、民主主義を根底か

ら破壊する「秘密保護法案」

が２６日、自民、公明、み

んなの党により衆議院通過

を強行されました。福島市

で開かれた地方公聴会では、

与党推薦の公述人を含め７

人全員が反対や慎重審議を

求めました。その翌日に、

国民世論を踏みにじる暴挙

です。野党共闘を壊し、修

正協議に道を開いた「維新の会」の責任も重大です。 

 どの世論調査を見ても、国民の８割は反対・慎重審議を求めています。わずか２

週間の審議を通じても、「特定秘密」の指定が無制限に広がること、国民から見たら

何が秘密かも秘密にされること、一般国民も監視・処罰対象となること、その目的

が国民の目、耳、口をふさいで日本を「海外で戦争する国」につくりかえることで

あることが明らかになっています。 

さらに大きな国民世論で包囲し、参議院で必ず廃案を 
 国会内では法案推進勢力は多数ですが、国民の中では反対の声が急速に広がって

います。日弁連・日本弁護士連合会、日本新聞協会、日本ペンクラブを初め多くの

団体、女優の藤原紀香さん、ジャーナリストの鳥越俊太郎さん、田原総一郎さんも

反対の声をあげています。元自民党幹事長の野中広務さんも「しんぶん赤旗」に登

場して断固反対です。 

戦前の日本、暗黒の日本はお断りです。たたかいはこれからです。安倍政権の暴

走を国民世論で包囲し、必ず廃案に追い込みましょう。 

秘密保護法案衆院通過強行! 怒り広がる 

２０１３年１１月号外 日本共産党の活動と見解を紹介します。 
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